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主
な
記
事
か
ら

　
足
利
地
区
雇
用
協
会
（
冨

田
隆
会
長
／
当
所
副
会
頭
）

並
び
に
足
利
商
工
会
議
所
で

は
、
来
春
求
人
採
用
を
予
定

し
て
い
る
地
元
企
業
が
参
加

す
る
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
合

同
企
業
セ
ミ
ナ
ー
）
を
９
月

３
日
に
開
催
す
る
。

　
同
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
「
労
務

担
当
者
か
ら
直
接
説
明
が
聞

け
、
企
業
の
雰
囲
気
も
伝
わ

る
」
場
と
し
て
参
加
者
に

と
っ
て
一
度
に
多
数
の
企
業

と
巡
り
合
え
る
チ
ャ
ン
ス
で

あ
り
、
企
業
に
と
っ
て
も
幅

広
い
人
材
に
巡
り
合
う
機
会

と
し
て
人
材
確
保
の
面
で
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
対
策
を
整
え
た

上
で
の
開
催
。
内
容
は
次
の

通
り
。

◆
日
時
：
９
月
３
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

◆
対
象
：
令
和
３
年
３
月
卒

業
の
大
学
・
短
大
・
専
門
学

校
生
（
新
卒
者
）
及
び
中
途

採
用
、
転
職
希
望
者
等
一
般

求
職
者

①
新
卒
者
：
午
後
12
時
30
分

受
付
、
１
時
開
会

②
一
般
求
職
者
：
午
後
２
時

30
分
受
付
、
３
時
開
会

◆
会
場
：
足
利
商
工
会
議
所

友
愛
会
館
（
通
３
丁
目
）

◆
参
加
企
業
：
採
用
を
行
う

20
社
を
予
定

◆
主
催
：
足
利
地
区
雇
用
協

会
・
足
利
商
工
会
議
所

◆
申
込
方
法
：
工
業
課
ま
で

電
話
（
☎
21
│
１
３
５
４
）

ま
た
は
メ
ー
ル
（acci@

w
atv.ne.jp

）
で
申
込
。

な
お
、
当
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
情
報
を
掲
載
。
　
　

　
　
　
　
　
　
（
長
島
記
）

　
陶
器
・
ク
ラ
フ
ト
ア
ー
ト

ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
委
員

長
・
板
橋
信
行
副
会
頭
）
で

は
、
８
月
４
日
に
実
行
委
員

会
を
開
催
し
11
月
に
予
定
し

て
い
た
第
12
回
陶
器
・
ク
ラ

フ
ト
ア
ー
ト
ま
つ
り
の
中
止

を
決
め
た
。
同
委
員
会
で

は
、
直
前
ま
で
様
々
な
方
法

で
開
催
の
可
能
性
を
検
討
し

て
き
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
を
続

け
て
い
る
状
況
を
鑑
み
、
来

場
者
お
よ
び
関
係
者
の
健

康
・
安
全
面
を
第
一
に
考
慮

し
中
止
を
決
定
し
た
。

　
　
　
　
　
（
五
月
女
記
）

　
栃
木
県
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
た
地
域
企
業
を
応
援

す
べ
く
、
県
内
で
利
用
で
き

る
「
と
ち
ぎ
応
援
プ
レ
ミ
ア

ム
チ
ケ
ッ
ト
」
を
販
売
し
て

い
る
。

　
チ
ケ
ッ
ト
は
１
冊
６
千
円

分
を
５
千
円
で
販
売
。
県
内

市
町
に
住
所
を
有
す
る
方
、

県
内
に
通
勤
・
通
学
す
る
方

が
１
人
２
冊
ま
で
購
入
可
能

で
、
購
入
時
に
本
人
確
認
が

で
き
る
「
身
分
証
明
書
等
」

の
提
示
が
必
要
。
販
売
窓
口

は
県
内
の
郵
便
局
３
１
１
か

所
で
９
月
30
日
ま
で
取
り
扱

う（
無
く
な
り
次
第
終
了
）。

　
ま
た
、
チ
ケ
ッ
ト
の
取
扱

店
も
９
月
30
日
ま
で
募
集
し

て
い
る
。

　
以
上
、
同
事
業
の
概
要
に

つ
い
て
掲
載
。
チ
ケ
ッ
ト
購

入
及
び
取
扱
店
申
込
に
関
す

る
詳
細
は
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
「
と
ち
ぎ
応
援
プ
レ
ミ

ア
ム
チ
ケ
ッ
ト
」
で
検
索
）

ま
で
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
本
島
記
）

新型コロナへの支援策メニュー……………2・3頁

応援します！新しいお店……………………4・5頁

本橋和幸氏を常議員に選任・臨時議員総会…6頁

9
3木

　
足
利
商
工
会
議
所
で
は
、

平
成
22
年
度
よ
り
「
足
利
ブ

ラ
ン
ド
創
出
協
議
会
」
を
設

置
し
、
高
い
技
術
力
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
た
商
品
・
製

品
や
、
足
利
ら
し
さ
が
感
じ

ら
れ
る
飲
食
店
の
メ
ニ
ュ
ー

を
『
足
利
ブ
ラ
ン
ド
』
と
し

て
認
定
、
広
く
市
内
外
に
発

信
す
る
こ
と
で
、
産
業
及
び

観
光
の
振
興
や
地
域
経
済
の

活
性
化
を
推
進
し
て
い
る
。

　
今
月
か
ら
、
第
５
回
目
と

な
る
認
定
品
の
公
募
を
ス

タ
ー
ト
し
た
。
認
定
品
は
、

カ
タ
ロ
グ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
の
広
報
宣
伝
を
は
じ

め
、
各
種
展
示
会
で
の
販
路

開
拓
な
ど
、
売
上
拡
大
に
向

け
た
各
種
支
援
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
多
数
の
商

品
・
製
品
・
飲
食
店
メ
ニ
ュ
ー

の
応
募
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
詳
細
は
折
込
み
チ
ラ
シ

参
照
。 

　
　
　 

（
前
原
記
）

　
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

ト
ラ
ベ
ル
事

業
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時

代
に
お
け
る
「
新
し
い
生
活

様
式
」
に
基
づ
く
旅
の
あ
り

方
を
普
及
、
定
着
さ
せ
る
も

の
で
、
国
内
旅
行
を
対
象
に

宿
泊
・
日
帰
り
旅
行
代
金
の

１
／
２
相
当
額
を
支
援
す
る

も
の
。
支
援
額
の
内
、
７
割

は
旅
行
代
金
の
割
引
、
３
割

　
足
利
商
工
会
議
所
は
、昭
和
15
年
10
月
15
日
に
創
立
さ
れ
、今
年
創
立
80
周
年
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
因
み
創
業
80
年
以
上
の
会
員
事
業
所
を
表
彰
い
た
し
ま

す
。昭
和
15
年
以
前
に
創
業
さ
れ
た
事
業
所
は
、
所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。本
年
10
月
15
日（
木
）に
開
催
さ
れ
る
足
利
商
工

会
議
所
創
立
80
周
年
記
念
式
典
の
席
上
、表
彰
し
ま
す
。な
お
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
等
の
影
響
に
よ
り
、
式
典
は
中
止
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　
締
め
切
り
は
９
月
11
日（
金
）、詳
細
は
総
務
課（
☎
21
│
１
３
５
４
）ま
で
。

　
足
利
商
工
会
議
所
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
影
響
を
受
け
る
事
業
者
の
相
談
を
受
付
中
。

今
号
で
は
、国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
市
の
施
策「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
支
援
金
」を
２
頁
で
紹
介
す
る
ほ
か
、国
の
持
続
化
補
助
金（
一
般
型・コ
ロ

ナ
型
）や
持
続
化
給
付
金
、家
賃
支
援
給
付
金
に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
。当
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、随
時

新
着
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
ご
確
認
を
。

　
問
合
せ
は
、足
利
商
工
会
議
所（
☎
21
│
１
３
５
４
）へ
。

事
業
継
続
に
経
済
対
策
拡
充
！！

足
利
市
新
型
コ
ロ
ナ
支
援
金

個
人
５
万
円
　

法
人
１０
万
円

と
ち
ぎ
応
援
プ
レ
ミ
ア
ム
チ
ケ
ッ
ト
販
売
開
始

発
行
総
額
６０
億
円
取
扱
店
募
集
中
！

加
盟
店
募
集
！

Ｇｏ 

Ｔｏ 

ト
ラ
ベ
ル
地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン

広
報
宣
伝
や
販
路
開
拓
に
！

足
利
ブ
ラ
ン
ド
申
請
受
付
中

陶
器・ク
ラ
フ
ト
ア
ー
ト
ま
つ
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
に

地
元
で
働
こ
う
！！

地
域
企
業
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

創
業
80
年
以
上
の
会
員
事
業
所
を
表
彰
し
ま
す

＝
足
利
商
工
会
議
所
創
立
80
周
年
記
念
事
業
＝

地域共通クーポン加盟店における手続きの流れ

国
（
事
務
局
）

旅
行
者

地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン
加
盟
店

（
旅
行
先
の
土
産
物
店
、飲
食
店
、観
光
施
設
、

　
　
　
　
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、交
通
機
関
な
ど
）

事前登録

振込

地域共通クーポン提示、
商品・サービス購入に利用

地域共通クーポン利用実績報告（クーポンの半券等を郵送）

は
旅
行
先
で
使
え
る
地
域
共

通
ク
ー
ポ
ン
と
し
て
付
与
さ

れ
る
。
現
在
は
、
７
割
の
旅

行
代
金
の
割
引
の
み
の
支
援

と
な
っ
て
い
る
が
、
９
月
以

降
（
本
格
実
施
日
は
９
月
以

降
で
決
ま
り
次
第
公
表
予

定
）
に
、
地
域
共
通
ク
ー
ポ

ン
付
の
本
格
実
施
を
予
定
し

て
い
る
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
地
域
共
通

ク
ー
ポ
ン
の
加
盟
店
の
募
集

が
間
も
な
く
開
始
さ
れ
る
予

定
。ク
ー
ポ
ン
利
用
可
能
店

舗
は
、旅
行
先
の
土
産
物
店
、

飲
食
店
、観
光
施
設
、交
通
機

関
な
ど
幅
広
い
業
種
を
対
象

と
し
て
お
り
、
加
盟
店
は
、

業
界
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
旅
行
者
が
安
全
安
心

に
旅
行
で
き
る
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン
加
盟

店
の
登
録
方
法
は
、
詳
細
が

決
ま
り
次
第
、
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

ト
ラ
ベ
ル
事
務
局
公
式
サ
イ

ト
（https://goto.jata-

net.or.jp/

）
に
掲
載
さ
れ

る
ほ
か
、
専
用
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
０
５
７
０
│
０
０
２

│
４
４
２
）
も
設
置
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
制
度
説
明
会

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
日

程
・
申
込
み
は
公
式
サ
イ
ト

か
ら
。
　
　
（
五
月
女
記
）

足利ブランド認定商品
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足
利
商
工
会
議
所
で
は
、

会
員
相
互
の
親
睦
と
健
康
増

進
に
役
立
て
る
べ
く
、
次
に

よ
り
第
35
回
会
員
親
睦
ゴ
ル

フ
大
会
を
、
当
所
創
立
80
周

年
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

会
員
事
業
所
の
代
表
者
並
び

に
従
業
員
を
対
象
に
開
催
す

る
。

◆
日
時
：
10
月
28
日
（
水
）

雨
天
決
行

◆
場
所
：
足
利
城
ゴ
ル
フ
倶

楽
部

◆
競
技
方
法
：（
１
）
18
ホ
ー

ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
と

し
、ハ
ン
デ
は
新
ペ
リ
ア
方

式
と
す
る
。（
ハ
ン
デ
40
で
打

ち
切
り
）（
２
）ス
ル
ー
ザ
グ

リ
ー
ン
６
イ
ン
チ
リ
プ
レ
ー

ス
、他
は
ロ
ー
カ
ル
・
ル
ー
ル

と
す
る
。（
３
）順
位
の
決
定

で
同
ネ
ッ
ト
の
場
合（
①
年

齢
順
、②
グ
ロ
ス
ス
コ
ア
順
）

◆
参
加
資
格
：
足
利
商
工
会

議
所
会
員
事
業
所
代
表
者
及

び
従
業
員
に
限
る
。

◆
参
加
費
：
２
０
０
０
円（
賞

品
代
）プ
レ
ー
費（
７
０
０
０

円
）は
参
加
者
負
担
。

※
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
、
参

加
費
は
返
却
不
可
。

◆
表
彰
式
及
び
パ
ー
テ
ィ
：

10
月
28
日
（
水
）
午
後
５
時

30
分
〜

会
場
：
足
利
商
工
会
議
所
友

愛
会
館
（
パ
ー
テ
ィ
費
は
商

工
会
議
所
で
負
担
の
予
定
で

あ
る
が
、
パ
ー
テ
ィ
・
表
彰

式
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
中
止
の
場
合

あ
り
）

賞
品
：
優
勝
、
準
優
勝
、
３

位
〜
各
賞
、
折
り
返
し
優

勝
・
準
優
勝
、
ニ
ヤ
ピ
ン

賞
、
ド
ラ
コ
ン
賞
、
ベ
ス
グ

ロ
賞
、
女
子
ベ
ス
グ
ロ
賞
、

ブ
ー
ビ
ー
賞
な
ど

※
申
込
み
方
法
：
所
定
の
申

込
書
に
記
入
の
上
、
参
加
費

を
添
え
て
商
工
会
議
所
友
愛

会
館
ま
で
。
先
着
順
で
定
員

２
０
０
名
（
50
組
）
に
な
り

次
第
締
め
切
り
。

①
１
企
業
３
組
以
内
と
す

る
。
②
４
名
1
組
を
申
し
込

み
基
準
と
す
る
。
③
４
名
以

下
の
場
合
実
行
委
員
会
で
組

み
合
わ
せ
を
行
う
。
④
参
加

者
に
は
組
み
合
わ
せ
表
及
び

ス
タ
ー
ト
時
間
表
、
競
技

ル
ー
ル
な
ど
を
後
日
送
付
す

る
。
　
　
　
　
（
石
井
記
）

　
足
利
商
工
会
議
所
で
は
、

当
市
産
業
振
興
の
発
展
に
貢

献
の
あ
っ
た
従
業
員
等
を
、

日
本
商
工
会
議
所
表
彰
規
則

並
び
に
当
所
産
業
功
労
者
表

彰
規
則
に
基
づ
き
、
次
に
よ

り
表
彰
し
ま
す
。
但
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
式
典
は
中
止
（
表

彰
状
、
記
念
品
は
授
与
し
ま

す
）
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

１
．
表
彰
対
象
者

　
足
利
商
工
会
議
所
会
員
事

業
所
の
従
業
員
並
び
に
協
力

事
業
所
（
下
請
事
業
所
）
、

５
Ｓ
推
進
事
業
所
の
事
業
主

及
び
従
業
員
。

２
．
表
彰
の
種
類
及
び
条
件

⑴
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
、

足
利
商
工
会
議
所
会
頭
連
名

表
彰
（
以
下
連
名
表
彰
と
い

う
）

同
一
事
業
所
に
30
年
以
上
勤

務
す
る
従
業
員
で
、
勤
務
成

績
が
優
秀
で
他
の
模
範
と
な

る
者
。

⑵
足
利
商
工
会
議
所
会
頭
表

彰①
永
年
勤
続
従
業
員
表
彰

同
一
事
業
所
に
お
い
て
満
５

年
以
上
勤
務
す
る
者
。

②
優
良
従
業
員
表
彰

同
一
事
業
所
に
３
年
以
上
勤

務
の
従
業
員
で
成
績
優
秀
な

者
。

③
協
力
事
業
所
表
彰

会
員
事
業
所
の
協
力
事
業
所

（
下
請
事
業
所
）
と
し
て
同

一
事
業
所
に
継
続
し
て
５
年

以
上
協
力
し
、
そ
の
事
業
所

の
発
展
に
特
に
貢
献
の
あ
っ

た
事
業
所
。

④
５
Ｓ
推
進
事
業
所
表
彰

足
利
５
Ｓ
学
校
よ
り
推
薦
の

あ
っ
た
会
員
事
業
所
の
事
業

主
及
び
従
業
員
。

⑶
表
彰
の
人
数

連
名
表
彰
、
足
利
商
工
会
議

所
会
頭
表
彰
の
被
表
彰
者
の

推
薦
人
数
は
限
定
し
ま
せ

ん
。

⑷
勤
務
年
数
及
び
協
力
年
数

の
算
出

基
準
日
／
10
月
15
日
（
木
）

⑸
被
表
彰
者
の
推
薦
の
方
法

所
定
の
推
薦
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
表
彰
負
担

金
を
添
え
て
当
所
友
愛
会
館

窓
口
に
提
出
く
だ
さ
い
。

⑹
表
彰
負
担
金
（
会
員
事
業

所
負
担
金
）

足
利
商
工
会
議
所
表
彰
負
担

金
：
１
名
つ
き
５
０
０
０
円

協
力
事
業
所
表
彰
負
担
金
：

１
事
業
所
に
つ
き
６
０
０
０

円
（
推
薦
し
た
被
表
彰
者
が

審
査
会
で
表
彰
を
否
決
さ
れ

た
場
合
は
返
却
し
ま
す
）

⑺
表
彰
日
時

10
月
15
日
（
木
）
午
後
４
時

（
産
業
功
労
者
表
彰
式
）

⑻
推
薦
締
め
切
り
日

８
月
28
日
（
金
）

⑼
問
合
せ

足
利
商
工
会
議
所
総
務
課

（
☎
21
│
１
３
５
４
）
ま
で

　
　
　
　
　
　
（
石
井
記
）

　
商
工
会
議
所
の
ま
ち
お
こ

し
探
偵
団
の
「
緑
が
お
い
し

い
北
の
郷
探
偵
団
」
（
中
嶋

昇
会
長
）
で
は
、
新
た
な
情

報
発
信
源
と
し
て
「
緑
が
お

い
し
い
北
の
郷
か
わ
ら
ば

ん
」
を
発
行
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
で
大
勢
で
の
集
会

が
行
え
な
い
こ
と
や

地
元
メ
デ
ィ
ア
の
休

刊
が
相
次
い
だ
こ
と

を
受
け
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
状
況
に

あ
っ
て
も
交
流
を
続

け
よ
う
と
創
刊
さ
れ

た
も
の
。

　
誌
面
は
、
探
偵
団
メ
ン

バ
ー
の
手
作
り
に
よ
る
も
の

で
、
内
容
は
メ
ン
バ
ー
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
寄
稿
、
こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
イ
ベ
ン

ト
情
報
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
や

北
の
郷
物
語
の
紹
介
等
。
コ

ロ
ナ
禍
で
大
変
な
状
況
が
続

く
中
、
多
く
の
人
々
に
探
偵

団
の
活
動
や
存
在
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と

の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。

　
商
工
会
議
所
、
探
偵
団
メ

ン
バ
ー
事
業
所
、
北
郷
公
民

館
で
配
布
し
て
い
る
。
問
合

せ
は
探
偵
団
事
務
局
（
商
工

会
議
所
内
・
☎
21
│
１
３
５
４
）
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
（
長
島
記
）

　
足
利
商
工
会
議
所
女
性
会

（
畑
澤
洋
子
会
長
）
と
青
年

部
（
石
井
修
一
会
長
）
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
に
役
立
て
て

も
ら
お
う
と
、
６
月
か
ら
１

か
月
間
、
商
工
会
議
所
役

員
・
議
員
や
女
性
会
、
青
年

部
メ
ン
バ
ー
に
未
使
用
マ
ス

ク
の
寄
付
を
募
っ
た
。

　
布
製
マ
ス
ク
１
３
８
枚
は

７
月
９
日
に
友
愛
会
館
で
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
あ
し
か
が

（
運
営
／
吉
田
永
理
子
氏
）

に
寄
贈
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
あ

し
か
が
は
、
家
庭
や
企
業
な

ど
か
ら
食
料
品
を
募
り
市
内

を
中
心
に
生
活
が
苦
し
い
人

た
ち
に
無
償
で
提
供
す
る
団

体
。

　
ま
た
、
不
織
布
マ
ス
ク
３

１
４
２
枚
は
７
月
21
日
に
市

役
所
を
訪
問
し
和
泉
市
長
に

寄
贈
、
マ
ス
ク
を
必
要
と
す

る
各
福
祉
施
設
な
ど
で
活
用

さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
（
小
林
一
記
）

　足利商工会議所は昭和１５年１０月１５日に設立され、
本年創立８０周年を迎える。今回は８０年を振り返るシ
リーズの３回目。昭和３５年の御厨商工会の独立から昭和
４４年の商工会議所会館の落成までを振り返る。

足利商工会議所８０年のあゆみ③
昭和3５年～4４年　高度経済成長期

女
性
会
・
青
年
部

マ
ス
ク
を
市
と
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
寄
贈

（キャプション）
写真右から和泉聡市長にマスクを渡す畑澤女性会長、石井青年部会長、
照本女性会副会長

か
わ
ら
ば
ん
を
発
行
　

　
緑
が
お
い
し
い
北
の
郷
探
偵
団

産
業
功
労
者
表
彰
式

対
象
者
の
推
薦
は
　
ま
で

創
立
８０
周
年
記
念
！！

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

8
28金

10
15木

10
28水

写真右から和泉聡市長にマスクを渡す畑澤女性会長、
石井青年部会長、照本女性会副会長年号

１９60年
（昭和35年）

１９61年
（昭和36年）

１９63年
（昭和38年）

１９62年
（昭和37年）

・商工会法施行で御厨商工会が商工会議所から分
離独立

・坂西商工会が分離独立
・日商計算尺技能検定試験を当所で開催

・足利トリコット工業団地（協）設立認可される

・足利郵便協力会発足

・長竹寅治氏、会頭に就任
・足利商工ニュース１００号発行
 　　　 

・県・商工会議所・繊維工業試験場等が協力し、夜の短
期大学「中小企業技術者研修会」を開催

・田中橋の本建設促進を栃木県に陳情

・栃木県商工会議所議員大会を市民会館で開催
・足利地区雇用協会発足
・足利中央商店街（協）を設立、中央商店街の近代化

事業に着手

・内田元四郎氏、会頭に就任
・両毛五市商工会議所が県境を越え両毛経済圏の

開発を図る両毛経済開発協議会を開催
 

・会員増強運動実施、会員数１,６５２名
・会員２,０００事業所突破
・大手事業所懇談会が発足

・商工会議所会館（有楽町８３５番地）落成
・働きながら学ぶ従業員のための当所が開校運動を

進めた足利女子高西分校（昼間二部制／47年に
足利西高校として独立）で入学式

・足利大型店連絡協議会発足

足利商工会議所のできごと

１９65年
（昭和40年）

１９66年
（昭和41年）

１９67年
（昭和42年）

１９68年
（昭和43年）

１９69年
（昭和44年）

６代目会頭　長竹寅治氏 商工ニュース１００号

７代目会頭　内田元四郎氏

商工会議所会館（有楽町）
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足
利
デ
ザ
イ
ン
ビ
ュ
ー

テ
ィ
専
門
学
校
南
側
に
今
年

３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
カ
フ
ェ

Ｎ
」
（
川
原
井
康
寛
代
表
）

は
、
昔
懐
か
し
い
ア
ー
ケ
ー

ド
ゲ
ー
ム
と
お
酒
や
料
理
が

楽
し
め
る
お
店
。

　
店
内
は
、
１
階
が
昔
の
駄

菓
子
屋
さ
ん
の
よ
う
な
雰
囲

気
で
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の

筐
体
を
テ
ー
ブ
ル
に
し
た
飲

食
ス
ペ
ー
ス
。
２
階
が
箪
笥

や
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
が
置

か
れ
た
昔
な
が
ら
の
和
室

（
予
約
で
貸
切
可
能
）
。

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
は
１
６

０
種
類
あ
り
、
幅
広
い
世
代

か
ら
人
気
を
集
め
て
い
る
。

　
料
理
は
、
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー

フ
丼
や
足
利
名
物
カ
ラ
リ
コ

シ
ュ
ウ
マ
イ
を
ア
レ
ン
ジ
し

た
揚
げ
シ
ュ
ウ
マ
イ
、
レ
ア

チ
ー
ズ
ア
イ
ス
ケ
ー
キ
な
ど

を
多
数
揃
え
て
い
る
が
、
牛

タ
ン
塩
こ
う
じ
が
け
は
好
評

で
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
。
低

温
長
時
間
調
理
を
行
い
お
酒

の
あ
て
に
合
う
よ
う
仕
上

が
っ
て
い
る
の
が
特
徴
。

「
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら

お
酒
や
料
理
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。
２
店
舗
目
が

出
店
で
き
る
よ
う
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
る
」

と
川
原
井
さ
ん
。

　
営
業
時
間
は
、
平
日
午
後

３
時
〜
11
時
、
土
日
祝
日
が

午
前
11
時
〜
午
後
11
時
ま

で
。
水
曜
、
連
休
明
け
の
翌

平
日
は
定
休
。
（
長
島
記
）

　
今
年
４
月
、
福
居
町
に

ラ
ー
メ
ン
と
焼
き
鳥
の
店

「
福
よ
し
」
が
オ
ー
プ
ン
し

た
。

　
醤
油
ス
ー
プ
の
手
延
べ

ラ
ー
メ
ン
（
６
５
０
円
）
を

ベ
ー
ス
に
、
上
州
麦
豚
ロ
ー

ス
の
唐
揚
げ
が
入
っ
た
パ
ー

コ
ー
麺
（
９
８
０
円
）
、
唐

揚
げ
ラ
ー
メ
ン
（
８
８
０

円
）
、
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
麺

（
８
８
０
円
）
な
ど
豊
富
な

種
類
。
唐
揚
げ
、
チ
ャ
ー

シ
ュ
ー
も
銘
柄
鶏
・
銘
柄
上

州
麦
豚
の
旨
味
を
十
分
に
ひ

き
た
て
た
絶
品
。
麺
は
ツ
ル

ツ
ル
の
舌
触
り
と
コ
シ
が
手

延
べ
の
特
徴
。
ラ
ー
メ
ン
、

ギ
ョ
ー
ザ
、
ご
飯
、
漬
物
、

フ
ル
ー
ツ
が
セ
ッ
ト
に
な
っ

た
ラ
ン
チ
セ
ッ
ト
は
税
込
１

０
０
０
円
と
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

で
お
す
す
め
。

　
備
長
炭
の
高
火
力
で
焼
き

上
げ
た
焼
き
鳥
（
税
込
３
０

０
円
〜
）
は
、
ビ
ー
ル
の
お

つ
ま
み
に
ぴ
っ
た
り
。
炭
素

１
０
０
％
の
備
長
炭
で
焼
く

こ
と
で
肉
特
有
の
獣
臭
を
消

し
、
遠
赤
外
線
効
果
で
ふ
っ

く
ら
と
ジ
ュ
ー
シ
ー
。
弁
当

で
も
販
売
し
て
い
る
。

　
「
お
客
様
の
「
美
味
し

か
っ
た
」
の
一
言
が
ほ
し
く

て
、
心
を
込
め
て
丹
念
に

作
っ
て
い
ま
す
。
食
材
も
安

全
・
安
心
を
モ
ッ
ト
ー
に
調

理
し
て
い
ま
す
」
と
植
松
代

表
。
８
月
末
ま
で

手
延
べ
ラ
ー
メ
ン

通
常
６
５
０
円
の

と
こ
ろ
４
０
０
円

で
提
供
。
ラ
ー
メ

ン
を
単
品
で
注
文

の
場
合
は
大
盛
無

料
。

　
営
業
時
間
は
午
前
11
時
30

分
〜
午
後
３
時
、
午
後
５
時

〜
10
時
（
予
約
の
場
合
変
更

有
）
。
月
曜
、
第
２
第
４
火

曜
定
休
。
　
　
（
北
川
記
）

　
「
㈱
Ｔ
Ｍ
ア
カ
デ
ミ
ー
」

（
望
月
俊
晴
社
長
）
は
、
障

が
い
の
あ
る
小
・
中
・
高
校

生
向
け
の
進
学
・
学
習
支
援

型
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

支
援
施
設
「
陽
の
あ
た
る
教

室
」
を
開
講
し
た
。

　
望
月
代
表
は
、
身
体
・
精

神
知
的
障
害
の
あ
る
利
用
者

の
サ
ポ
ー
ト
経
験
を
通
し
て

「
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
で
自
立

し
た
社
会
生
活
を
送
れ
た
の

で
は
」
と
感
じ
た
と
同
時
に

障
が
い
の
あ
る
子
供
が
進
学

や
就
職
の
際
に
必
要
な
支
援

が
受
け
ら
れ
ず
、
引
き
こ
も

り
に
な
り
が
ち
な
現
状
か

ら
、
積
極
的
に
支
援
を
行
い

た
い
と
の
思
い
で
開
講
を
決

意
。
進
級
・
進
学
・
就
職
と

い
っ
た
重
要
な
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
ス
ム
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
よ
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
ス
キ

ル
、
手
や
指
先
の
感
覚
を
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
専
門
的
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
多
数
用
意
。
ま

た
足
利
で
は
導
入
事
例
の
な

い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

ゲ
ー
ム
感
覚
で
学
べ
る
対
話

型
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り

入
れ
る
予
定
。

　
利
用
者
の
保
護
者
か
ら
は

「
言
葉
の
発
声
が
ス
ム
ー
ズ

に
な
っ
た
」
、
「
勉
強
に
自

発
的
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
っ
た
」
と
の
声
が
届
い
て

い
る
そ
う
だ
。
「
秘
密
厳

守
・
完
全
個
別
対
応
の
上
で

見
学
・
相
談
に
随
時
対
応
し

て
い
ま
す
。
学
習
や
人
間
関

係
な
ど
少
し
で
も
お
子
様
の

将
来
の
発
達
が
気
に
な
る
場

合
は
、
気
軽
に
問
合
せ
を
」

と
望
月
社
長
。

　
営
業
時
間
は
、
平
日
午
前

10
時
〜
午
後
７
時
、
土
曜
午

前
９
時
〜
午
後
６
時
ま
で
。

日
、
月
曜
定
休
。

　
　
　
　
　
　
（
長
島
記
）

　
足
利
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
の

「
國
廣
ラ
ム
ネ 

足
利
銘
仙

ラ
ッ
ピ
ン
グ
」
の
販
売
を
行

う
「
㈱
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
」
（
酒

井
洋
子
代
表
取
締
役
）
で

は
、
足
利
に
ち
な
ん
だ
、
足

利
産
に
こ
だ
わ
っ
た
商
品
を

取
り
揃
え
て
い
る
。
「
Ａ
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｋ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｎ
／
ア
シ
カ
ガ
カ
ラ

コ
サ
ン
」
と
い
う
足
利
応
援

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
誕
生
さ

せ
、
同
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
足

利
ら
し
い
商
品
を
紹
介
す
る

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も

と
、
「
足
利
銘
仙
」
の
柄
を

製
品
に
施
し
た
新
商
品
「
Ｋ

Ａ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｎ
銘
仙
が

ま
ぐ
ち
」
、
「
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｋ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｎ
銘
仙
マ
ス
ク
」
を

開
発
し
た
。

　
カ
ラ
フ
ル
で
Ｂ
ｉ
ｇ
な
銘

仙
が
ま
ぐ
ち
は
、
菊
柄
な
ど

３
種
類
、
財
布
や
小
物
入
れ

と
し
て
利
用
可
能
。
銘
仙
マ

ス
ク
は
、
繭
玉
柄
な
ど
３
種

類
、
口
元
が
オ
シ
ャ
レ
で
華

や
か
に
。
ど
ち
ら
の
商
品
に

も
か
わ
い
い
カ
ラ
フ
ル

チ
ャ
ー
ム
が
付
い
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
、
お
土
産
や
贈

答
品
に
ワ
イ
ン
や
ラ
ム
ネ
、

マ
リ
ネ
、
ピ
リ
カ
ラ
こ
ん

に
ゃ
く
等
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
。

　
「
今
後
も
足
利
ら
し
い
商
品

づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
」

と
酒
井
代
表
。
Ａ
ｓ
ｈ
ｉ
ｋ

ａ
ｇ
ａ 

Ｋ
ａ
ｒ
ａ
ｋ
ｏ
ｓ
ａ

ｎ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
朝
倉
町

の
足
利
Ｂ
・
Ｓ
・
Ｃ
で
購
入

で
き
る
ほ
か
太
平
記
館
で
も

販
売
予
定
。
　
（
前
原
記
）

　
５
月
９
日
号
を
も
っ
て
休

刊
し
た
「
日
刊
両
毛
新
聞
」

が
７
月
20
日
に
再
刊
し
た
。

　
発
行
元
で
あ
る
「
㈱
両
毛

新
聞
社
」
は
同
名
の
新
法
人

と
し
て
従
来
の
社
屋
の
ま
ま

川
島
順
一
取
締
役
社
長
が
就

任
し
、
旧
法
人
の
代
表
取
締

役
社
長
で
あ
っ
た
岡
部
功
氏

は
取
締
役
会
長
と
な
り
執

筆
・
紙
面
制
作
を
継
続
し
て

い
る
。
川
島
社
長
は
市
内
で

繊
維
会
社
を
営
む
一
家
の
長

男
で
、
都
内
で
勤
務
し
た
あ

と
足
利
に
戻
り
、
骨
董
品
・

美
術
品
・
古
書
買
取
業
を
経

営
。
長
年
愛
読
し
て
い
た
同

紙
の
休
刊
を
惜
し
み
経
営
に

名
乗
り
を
上
げ
た
。

　
「
紙
面
は
こ
れ
ま
で
の
ス

タ
イ
ル
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、

足
利
の
地
域
性
に
特
化
し
た

情
報
を
発
信
し
た
い
」
と
川

島
社
長
。

　
月
曜
か
ら
金
曜
の
週
５
回

発
行
。
金
曜
は
週
末
版
と
し

て
頁
数
を
増
や
し
４
頁
に
。

購
読
料
は
月
額
１
５
０
０
円

（
郵
送
の
場
合
は
２
５
０
０

円
）
。
　
　
　
（
戸
叶
記
）

　
「
や
ぐ
も
商
店
」
（
関
口

豊
子
代
表
）
は
、
２
０
１
９

年
７
月
か
ら
レ
ー
ザ
ー
製
品

の
製
造
販
売
業
を
営
ん
で
い

る
。
関
口
代
表
は
、
２
０
０

６
年
か
ら
レ
ー
ザ
ー
加
工
機

販
売
会
社
に
就
職
、
レ
ー

ザ
ー
加
工
に
携
わ
っ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
地
域
に
貢
献

し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
と
の
こ
と
。

　
今
回
、
レ
ー
ザ
ー
加
工
機

を
使
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
飛

沫
感
染
予
防
対
策
と
し
て
圧

倒
的
に
不
足
し
て
い
る
ア
ク

リ
ル
パ
ネ
ル
（
仕
切
り
板
）

を
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
規
格
寸
法
で
製
造
販
売
を

は
じ
め
た
。
基
本
は
３
種

類
。
５
０
０
㎜
×
６
０
０
㎜

（
脚
２
個
）
が
６
５
０
０

円
、
６
０
０
㎜
×
９
０
０
㎜

（
脚
４
個
）
が
９
５
０
０

円
、
６
０
０
㎜
×
１
２
０
０

㎜
（
脚
４
個
）
が
１
１
５
０

０
円
（
い
ず
れ
も
税
別
）
。

ア
ク
リ
ル
パ
ネ
ル
（
仕
切
り

板
）
は
、
お
客
様
の
設
置
場

所
に
よ
っ
て
大
き
さ
を
自
由

に
オ
ー
ダ
ー
で
き
る
（
別
途

見
積
も
り
）
。
ア
ク
リ
ル
板

は
、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
消

毒
液
等
で
清
掃
し
て
も
問
題

な
く
使
え
る
と
の
こ
と
。

　
な
お
、
友
愛
会
館
１
階
の

総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
完
成
し

た
ア
ク
リ
ル
パ
ネ
ル
板
１
台

を
寄
贈
し
た
。
大
き
さ
は
、

縦
６
０
０
㎜
×
横
９
０
０

㎜
。

　
「
市
内
の
事
業
所
や
公
共

施
設
等
で
活
用
し
て
も
ら
え

れ
ば
」
と
関
口
代
表
。

　
　
　
　
　
　
（
柏
﨑
記
）

　
合
同
会
社
晴
麗
（
石
井
昭

子
代
表
社
員
）
が
運
営
す
る

地
域
密
着
型
の
介
護
施
設

「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
う
ら
ら
」

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
介
護
認
定
が
要
介
護
１
〜

５
、
要
支
援
１
〜
２
と
事
業

支
援
者
を
対
象
と
し
た
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
、
定
員
９
人
の

小
規
模
施
設
。
小
規
模
だ
か

ら
こ
そ
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

空
間
づ
く
り
に
努
め
、
利
用

者
へ
の
目
配
り
気
配
り
が
行

き
わ
た
る
よ
う
一
人
一
人
に

ベ
ス
ト
な
支
援
プ
ラ
ン
を
提

供
し
て
お
り
、
安
心
し
て
一

日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
利
用
者
へ
提
供

さ
れ
る
食
事
は
、
旬
の
食
材

を
取
り
入
れ
た
手
作
り
料
理

で
、
食
べ
や
す
い
よ
う
調
理

に
も
工
夫
が
施
さ
れ
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、
看
護
師
や
社
会

福
祉
主
事
、
調
理
師
な
ど
の

資
格
を
持
っ
た
専
門
ス
タ
ッ

フ
も
所
属
し
て
お
り
、
利
用

者
の
健
康
管
理
を
徹
底
し
、

施
設
に
到
着
後
は
す
ぐ
に
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し
て
手
洗

い
・
う
が
い
の
徹
底
と
施
設

内
を
こ
ま
め
に
消
毒
し
て
い

る
。

　
同
施
設
で
は
、
利
用
を
検

討
し
て
い
る
方
や
家
族
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、

事
前
の
施
設
体
験
（
予
約

制
）
を
無
料
で
実
施
し
て
い

る
。
施
設
内
の
雰
囲
気
や
環

境
、
食
事
内
容
な
ど
が
事
前

に
体
験
で
き
る
た
め
好
評
と

の
こ
と
。

　
「
利
用
者
様
と
ス
タ
ッ
フ

と
が
家
族
の
よ
う
に
一
つ
に

な
れ
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
づ
く
り
を
提
供
し
、
長

く
利
用
い
た
だ
け
る
施
設
を

目
指
し
て
い
る
」
と
石
井
代

表
。
大
勢
が
苦
手
な
方
や
少

人
数
を
希
望
す
る
方
な
ど
の

問
合
せ
も
増
え
て
き
て
い
る

と
の
こ
と
。

　
営
業
時
間
は
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
30
分
ま
で
。

土
・
日
定
休
。
（
武
井
記
）

　
戸
塚
守
議
員
（
戸
塚
電
工

㈱
代
表
取
締
役
社
長
、
栃
木

県
電
気
工
事
業
工
業
組
合
副

理
事
長
／
足
利
支
部
長
）
が

多
年
に
わ
た
る
電
気
保
安
功

労
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
、
８
月
４
日
に

都
内
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に

臨
ん
だ
。

　
戸
塚
議
員
は
41
年
の
永
き

に
わ
た
り
電
気
工
事
業
に
従

事
さ
れ
、
現
在
ま
で
無
事

故
・
無
災
害
を
継
続
さ
れ
る

な
ど
、
電
気
保
安
技
術
者
と

し
て
実
直
且
つ
真
摯
に
仕
事

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　
組
合
活
動
に
お
い
て
も
栃

木
県
電
気
工
事
業
工
業
組
合

副
理
事
長
と
足
利
支
部
長
を

兼
務
さ
れ
、
一
般
用
電
気
工

作
物
調
査
業
務
及
び
点
検
業

務
等
の
運
営
を
通
し
て
、
電

気
安
全
・
保
安
の
確
保
に
寄

与
さ
れ
る
等
、
市
内
及
び
県

内
全
域
を
見
据
え
た
電
気
保

安
の
向
上
を
図
る
べ
く
卓
越

し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
、
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
栃
木
県
を
は

じ
め
県
内
全
市
町
と
の
「
災

害
時
に
お
け
る
電
気
設
備
の

復
旧
等
に
関
す
る
協
定
書
」

の
締
結
に
も
中
心
的
役
割
を

果
た
し
た
。
今
回
の
受
賞
は

こ
れ
ら
が
総
合
的
に
評
価
さ

れ
て
の
も
の
。

　
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。（
石
井
記
）

戸
塚
守
議
員
に
経
済
産
業
大
臣
表
彰

多
年
に
亘
る
電
気
保
安
功
労
で

巴

町

２

５

４

３

電
話
21
│
１
３
６
６

新
会
社
設
立！
７
月
20
日
再
刊

№830027

㈱
両
毛
新
聞
社

福
居
町
８
３
６
│
２

電
話
55
│
４
５
６
８

ラ
ー
メ
ン・焼
き
鳥
の
お
店

№060019

福
　
よ
　
し

通
４
丁
目
２
８
１
２
│
12

電
話
21
│
４
４
８
４

飛
沫
感
染
防
止
ア
ク
リ
ル
パ
ネ
ル
板
を
販
売

№270150

や
ぐ
も
商
店

小
俣
町
８
０
７
│
２

電
話
22
│
６
０
７
８

地
域
密
着
型
の
小
規
模
介
護
施
設
オ
ー
プ
ン

№270156

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
う
ら
ら（
(同)
晴
麗
）

田
中
町
９
１
７
│
３

電
話
64
│
８
９
１
８

懐
か
し
の
ゲ
ー
ム
と
飲
食
が
楽
し
め
る
お
店

№111140

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
カ
フ
ェ
Ｎ

借
宿
町
４
２
０
│
１

電
話
22
│
３
９
８
５

進
学・学
習
支
援
型
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

№370160

㈱
Ｔ
Ｍ
ア
カ
デ
ミ
ー

朝
倉
町
２
│
１
│
３

電
話
０
９
０
│
６
５
２
３
│
３
２
８
８

ハ
イ
カ
ラ
で
カ
ラ
フ
ル
な
カ
ラ
コ
さ
ん
が
足
利
土
産
を
紹
介

№210752

㈱
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
ＯURL:https://www.ashikaga-karako.jp/

牛タン塩こうじがけ

ラーメンセット（１，０００円） パーコー麺（９８０円）

通 信

日 赤 8
30日

期　間：７月２３日（木）～９月１８日（金）
　　　　※９月２日（水）・３日（木）は臨時休園
時　間：午前１０時～午後４時
（諸般の事情により営業時間等が変更になる場合もあります）

入園料：大人４００～６００円、子供２００～３００円

問合せ：あしかがフラワーパーク（☎９１－４９３９）

水辺に浮かぶ花の妖精たち
～可憐に咲き誇る色鮮やかなスイレン～

　足利市出身の映画監督・想田和弘氏の
作品『精神０』の上映イベントが下記の通
り開催される。『精神０』は、世界で絶賛さ
れた『精神』（０８年）の主人公の一人で
ある精神科医の突然の引退から妻と二
人の新しい生活を追ったドキュメンタ
リー映画。第70回ベルリン国際映画
フォーラム部門エキュメニカル審査員賞
受賞作品。

◆日　時：８月３０日（日）　１回目／１２：３０開場　１３：００上映
　　　　　　　　　　　　２回目／１５：１５開場　１６：００上映
　※いずれも終了後、想田監督の舞台挨拶を予定
◆会　場：ユナイテッド・シネマ・アシコタウンあしかが
◆入場料：前売り１,０００円（当日１,２００円）
◆プレイガイド：足利市民会館、足利市民プラザ
◆主　催：映画「精神０」を観る会

　毎年春に開催している「ロマンチックタウン足利写真コンクール
全応募作品展示会」を下記の日程で開催する。これは、新型コロナ
ウイルス感染症による外出自粛要請により４月から延期していたもの。
　問合せは、足利商工会議所総務課（☎２１－１３５４）まで。
期　間：９月5日（土）～９月27日（日）午前１０時～午後５時
場　所：足利商工会議所友愛会館１階市民ギャラリー
入場料：無料

想田和弘監督作品「精神０」上映イベント

ロマンチックタウン足利写真コンクール
全応募作品展示会

●
●

●

●

中橋

東武駅

セブン
イレブン

GS

ACD

   アミューズ
メントカフェN

●●
●

●

●
●

緑橋

響

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト    陽の

あたる教室

借宿町
駐在所

ルンビニ
保育園

大川
モータース

●
●

●

●

293号

AOKI
コム・ファースト

HELLO
そば処 
明治庵

●
●

小俣小

小俣

67号

218号

消防南分署前

デイサービス
　うらら

●
●

●

●

●

織姫神社前

織姫交番

富田商店金井ビル

やぐも商店
舟定屋

●

●

フレッセイ

足利短大

法玄寺
織姫神社

●
 両毛新聞社

●

●

152号

●

居宅介護施設
　うるしばら

セブンイレブン

天王橋

福よし

最優秀賞『フィナーレを彩る』　撮影／八木橋裕介さん

　新型コロナウイルスの感染が拡大している中で、足利赤十字病
院が感染症に強い安心できる病院であると注目を集めている。
　足利赤十字病院は、一般病棟を全室個室化しており、尚且つ高度
なセキュリティーシステムを導入し、患者・スタッフ動線を完全に分
けることで、感染・非感染ゾーンを完全分離することができている。
そのため、新しい診療材料の搬入の動線と使用済み診療材料・感染
性廃棄物などの院内動線は交差することはない。
　今日本の多くの病院は個室率、差額ベッドの数は極めて低く設立
母体ごとに病床数に対してその割合が定められている。国立系の病
院は20％、自治体病院は30％、民間でも50％であり、日本の病院
のほとんどは4人部屋が主である。コロナウイルスによる院内感染が
騒がれているが様々な報道、専門家のコメントも4人部屋でのコロナ
の院内感染をどのように制御するかという対策が検討されている。同
院のように全室個室の病院は極めて稀であり、感染制御やプライバ
シー、セキュリティーの確保など全室個室化の効果は非常に高い。
　また、同院は陰圧室が10部屋あり、個室でも透析が必要なコロ
ナウイルス感染患者や重症なコロナ感染患者の治療を行うことが
できる仕様になっている。

地域の中核病院として安心して受診できる病院を目指して
　国際基準の機能評価（JCI）を取得して患者安全と感染制御に対
して先進的取り組みも評価されている。今まで同院ではPCR検査
は1,000件を実施しており、コロナウイルスに強い病院として新し
いスタイルでの診療を開始したことで注目を集めている。
　その他にも、来院者全員に手指消毒、AI体温検知カメラによる体
温測定、マスク着用の徹底、入院患者への面会禁止、飛沫感染を防
止するためにエントランスホールのテーブルや椅子を撤去するな
ど、各所に様々な感染対策が施されている。
　小松本院長は、「感
染に関しても職員教育
を徹底しており、今後
も院内感染、職員感染
ゼロを目指す。コロナ
禍であるが全ての患者
さまが安心してかかれ
る病院として市民の
ニードに応えていきた
い。」としている。


